
1．研究背景 

トラックに荷物を積む状況を考え荷物を1個ずつ積む。この場合は初めから荷物がいくつある

か分かっているかもしれないが、通常は荷物を積んでいる最中にどんどん荷物の追加がある
だろう。このように荷物の個数が分からないという状況で安全に荷物を運ぶためにトラックの重
心をできるだけ中心にしたい。 

このような問題を数学モデルとして中の見えない箱からアイテムを1個ずつ取り出してその都
度単位円周上に配置する問題を考え、配置アルゴリズムの評価・検討を行う。 
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2．昨年までの研究結果 
 

重心の位置が最大1/5になる配置を発見した。 

3. 位置を制限した問題 
 

質量の等しいアイテムを𝜃𝑘 = 2𝜋𝑘/𝑛の位置に
しか配置できない問題を考えオンラインアルゴ
リズムの評価・検討を行うことを目的とする。n

は任意の整数とする。 

しかし評価を行う際に最適オフラインアルゴリ
ズムのコストを求める必要がある。 

よってまずはオフライン問題として考える。 

 

その一環としてどのような 

場合に重心の位置が円の 

中心に来るかということの 

調査を行った。 

 

4. 進捗状況 
n =4以下での最適結果は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さまざまな方法をためしてみたが 

 n=5以降ではよい結果は得られていない。 

5. 今後のスケジュール 
今年度中 : オフライン問題のパターン化や最適コストを求め、証明を行う。 

来年度4月～ : この問題をオンライン問題に発展させた問題を考え、アルゴリズムの作成・評 

    価・検討を行う。 

卒業まで : 証明や学会発表などを行う。 
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n = 2 

 𝜃2 = 𝜋 

n = 3 

 
𝜃2 = 2/3𝜋
𝜃3 = 4/3𝜋

 

n = 4 

 

𝜃2→3 = 𝜃4→1
𝜃1→3 = 𝜃2→4
𝜃1→2 = 𝜃3→4

 

アイテム2個 アイテム3個 アイテム4個 

𝜃𝑘
= 2𝜋𝑘/𝑛 

𝑛 = 7の例 


